
主催 後援福岡大学
福岡大学産学連携協議会

一般社団法人 九州経済連合会
公益財団法人 九州経済調査協会

＜コーディネーター︓公益財団法人 九州経済調査協会 調査研究部次長 岡野 秀之 氏＞＜コーディネーター︓公益財団法人 九州経済調査協会 調査研究部次長 岡野 秀之 氏＞
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食品のブランド化、高付加価値化

機能性食品

生鮮品の保存、輸送

フォーラム内容

「食品のブランド化とは何か＝酒類を事例として＝」 

「機能性食品の動向と対策」 
「血圧降下作用などの機能性食品開発」 
「消化管機能不全の誘因となる線維化を
　　　　 予防・改善する機能性食品開発」 

「生鮮食品輸送について」 
「生鮮品の長期保存が可能な技術」 

福岡大学 商学部 准教授 二宮 麻里

有限会社健康栄養評価センター 代表者 柿野 賢一 氏
福岡大学 筑紫病院 副病院長 浦田 秀則

福岡大学 医学部 講師 倉原 琳

株式会社ランテック代表取締役社長　山中 一裕 氏
福岡大学 医学部 教授 小玉 正太

・・・・・・・・

（福岡大学 基盤研究機関 再生医学研究所長）

日
時
・
場
所
2016年7月7日（木）
13:30～17:00〔受付開始 13:00～〕
 電気ビル共創館カンファレンスA大会議室
（福岡市中央区渡辺通2丁目1-82 3階）

福岡大学と福岡大学出身の企業

経営者のネットワークです。

福岡大学と企業との連携により、

研究連携、ビジネス振興、人材

育成（学生との交流、育成）の

促進を図ります。

　九州は全国農業生産量の約20%を占め、グローバル化にむけて国内産業としてだけではなく、広く海外に
目を向けて行く必要があります。そして新しい農業経営を実現するための課題を探っていくことが必要です。
　企業の多くは、アイデア・研究を重ね加工品等の新商品を創り出しており、大学や経済団体と連携して、
それらの製品をどのようにして付加価値をつけ、販売していくのかという場を作り出していくことが重要
であります（商品の販売促進）。
　このため、生産・流通・販売部門にわたって、産学が連携することで各部門での情報やノウハウを共有し、
福岡でのビジネスモデルを創り出し、オール九州、オールジャパンへと発信していきます。

第2回 福岡大学
産学連携フォーラム
－食料品の高付加価値化製品開発および販売に向けて－

・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・



第2回 福岡大学 産学連携フォーラム参加申込＜申込締切︓2016年6月30日（木）＞

バス

タクシー

電車

地下鉄

JR博多駅バス停Aより乗車→渡辺通1丁目降車すぐ
天神大丸前バス停4より乗車→渡辺通1丁目降車すぐ

 電気ビル共創館カンファレンスA大会議室
（福岡市中央区渡辺通2丁目1-82 3階）

会
場
・
ア
ク
セ
ス 天神より5分、JR博多駅より7分、福岡空港より25分

西鉄薬院駅より徒歩7分

七隈線　渡辺通駅（電気ビル本館 B2Fへ直結） 

テーマ②「機能性食品」
・機能性食品の動向と対策　　有限会社健康栄養評価センター 代表者 柿野 賢一 氏
・血圧降下作用などの機能性食品開発　　福岡大学 筑紫病院副病院長 浦田 秀則
・消化管機能不全の誘因となる線維化を予防・改善する機能性食品開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　福岡大学 医学部 講師 倉原 琳
＜ 質 疑 応 答 ＞

テーマ③「生鮮品の保存、輸送」
・生鮮食品輸送について　　 株式会社ランテック代表取締役社長　山中 一裕 氏
・生鮮品の長期保存が可能な技術　　 福岡大学 医学部 教授 小玉 正太

＜ 質 疑 応 答 ＞

13:30 開会

13:30　～　13:35 開会挨拶

13:35　～　16:30 フォーラム（コーディネーター︓公益財団法人九州経済調査協会 調査研究部次長 岡野 秀之 氏）

テーマ①「食品のブランド化、高付加価値化」

16:30　～　17:00 ネットワーキング（名刺交換、意見交換等/飲み物無料）

・食品のブランド化とは何か＝酒類を事例として＝　 福岡大学 商学部 准教授 二宮 麻里
＜ 質 疑 応 答 ＞

（福岡大学 基盤研究機関 再生医学研究所長）


